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１ 内政 

（１）新型コロナウイルス感染症（COVID-19）関連 

ア ５日、外出制限の段階的解除フェーズ３の期間を延長し、19日までとする

大統領令が公布された。 

イ アスンシオン市、アルト・パラナ県、セントラル県を除き、20日から段階

的解除のフェーズ４に移行した。 

ウ 29日、アルト・パラナ県における感染者数増加を踏まえ、同県における外

出制限措置を再度厳格化し、一部の例外を除き段階的制限解除前の措置に戻す

ことを発表した。シウダ・デル・エステ市で抗議活動が発生したことを受け、

30日、政府は制限を緩和し、５時～17時の商業活動を認めることを決定した。 

  

（２）アブド・ベニテス大統領による国会に対する年次報告 

 １日、アブド・ベニテス大統領は、国会に対し大統領就任２年目の年次報告

を行った。大統領は、経済政策について、COVID-19の流行前の経済成長率を踏

まえると、2020年の経済成長の可能性は高かったことが予想され、これまでの

政策が機能していたと評価した。また、これまでに実施したCOVID-19関連対策

のほか、内政・外交における１年間の成果を強調した。 

  

（３）アブド・ベニテス大統領とカルテス前大統領の会合 

 22日、アブド・ベニテス大統領、カルテス前大統領及びコロラド党に所属す

る県知事が大統領官邸で会合した。同会合では、経済再生策について協議され

たほか、コロラド党の党内結束に向けたアブド派とカルテス派の協調に合意し

た。 

 

２ 外交 

（１）メルコスール首脳会議の開催 

 ２日、メルコスール首脳会議がテレビ会議形式で開催された。アブド・ベニ

テス大統領は演説で、COVID-19の流行によって、各国は内外の需要が落ち込む

困難な状況に直面しているが、依然としてメルコスールは域内各国において輸

出先の多くを占めており、域内共通の貿易政策を強化し、非関税障壁の撤廃等

を含め、関税同盟を支える議論を深めていきたいと述べた。また、パラグアイ

の2020年上半期議長国としての成果についても言及した。同会議では、「メル

コスール加盟国首脳による共同声明」が採択された。 

 

（２）台湾による住宅建設支援 

 ６日、台湾政府は、都市・住宅省に対し5,697,437米ドルを供与した。今回の

援助は、マリアノ・ロケ・アロンソ市における600戸の住宅建設に使用される。



署名式には、アブド・ベニテス大統領、ドゥラン都市・住宅大臣、ハン駐パラ

グアイ台湾大使が出席した。 

 

（３）リバス外相とアブダッラー・アラブ首長国連邦外務・国際協力大臣の電

話会談 

 ７日、リバス外相とアブダッラー・アラブ首長国連邦外務・国際協力大臣が

電話会談を実施した。両大臣は、両国におけるCOVID-19拡大防止に対する努力

や経験、保健及び経済に対する影響について意見交換した。 

 

（４）マクリ前アルゼンチン大統領のパラグアイ私的訪問 

 13日、カルテス前大統領の招待で、マクリ前アルゼンチン大統領がパラグア

イを私的訪問した。COVID-19の検査が陰性であることやパラグアイ滞在時間が

24時間未満であること等の条件により、入国が認められた。マクリ前大統領は、

カルテス前大統領とCOVID-19の流行により生じている課題につき協議したほか、

アブド・ベニテス大統領を表敬した。大統領府は、今般の会合は、友人として

の表敬訪問であったと発表した。 

 

（５）米国からの人工呼吸器供与 

14日、米国国際開発庁（USAID）は、厚生福祉省に人工呼吸器50台を供与した。

供与式にはアブド・ベニテス大統領、マッソレーニ厚生福祉大臣及びリバス外

相及びマクレニー駐パラグアイ米国大使が出席した。人工呼吸器の供与に加え、

USAIDはパラグアイに対し、COVID-19対策として130万ドルの支援を実施してい

る。今回供与された人工呼吸器を含め、今後、計250台の人工呼吸器が供与され

る予定。 

 

（６）カタールからの医療物資供与 

 20日、厚生福祉省は、カタールからCOVID-19対策物資の供与を受けた。供与

式には、リバス外相、マッソレーニ厚生福祉大臣及びSaeed Hamad Al Marriカ

タール大使が出席した。N95マスク３万枚、手術着２万5000着、ゴーグル4000個、

検査キット7400個が供与された。供与物資の総額は15万米ドルに相当する。 

 

（７）リバス外相とファイサル・サウジアラビア王国外務大臣の電話会談 

 23日、リバス外相はファイサル・サウジアラビア王国外務大臣と電話会談を

行った。両外相は、二国間関係及び二国間協力の深化につき意見交換した。 

 

（８）モロッコ国王モハメド６世の即位21周年に対する祝意表明 

 31日、外務省はプレスリリースで、アブド・ベニテス大統領がモロッコ国王

モハメド６世に対し、即位21周年を祝福するメッセージを発出したことを発表

した。 

 

３ 要人往来  

来訪：マクリ前アルゼンチン大統領（私的訪問） 


